
 

  

事業名 

年中行事といけばな・子どもたちとともに誇
れる＆語れる上京へ！ 

実施団体 ｂe京都エデュケーションプロジェクト 

■事業報告 
京都の年中行事の由来を学び、花（いけばな）を通じたワークショップや体験会を開催（毎月第 2土。8月 1月除く）。 

生活文化が根差した京町家を会場に開催。未来を担う子供たちの育成、文化と伝統をいかした賑わいのまちを目的に開催。 

また、上京区が 140 周年を迎え 150 周年につなぐ取り組みとして、後世に残すため主要な五節句の取り組みは撮影を強化し SNS と HP で発

信。さらに、子どもたちの参加を促し、伝統文化の魅力を伝える力を身に着けることを目的に、プロのナレーターを講師に話し方、伝え方を学び、

実践。上京に住んでいることを誇りに思い、コミュニケーション能力を高めることで文化、多様な考え方に触れる契機とした。 

 

 

取組内容 

事業内容：年中行事といけばな「花と町家で楽しむ会」 

実施日時：毎月第 2土曜 11時～12時 30分（8月・1月除く） 

会 場：ギャラリーbe京都（京都市上京区） 

講 師：嵯峨御流いけばな 石川利佳甫先生 

参加人数：各回 7～15名／梶の葉流し体験約 100名 

 

取組内容 

事業内容：プロのアナウンサーから自己紹介を 3ステップで学び、 

       コミュニケーション力をたかめよう！自己紹介編 

実施日時：令和 2年 1月 19日 13時 30分～15時 

会 場：ギャラリーbe京都（京都市上京区） 

講 師：ボイスコネクション轟美穂先生 

参加人数：親子 1４組 

 



 

 

◀いずれも熱心に話をきき、参加してくれました。 

伝統菓子着せ綿を味わおうも好評で、食の視点から

もおもしろい取り組みができることを実感。 

▲話し方講座 
文章をまとめる力、発表の力、声の出し方など人前
で発表する力がつき、大変好評な講座となりました。 

〇連携・活動の広がり 

参加型の有料企画はどうしても対象が限られるが、七夕の梶の葉流しでは、参加無料でみなさんに願い事を書いて飾って

いただきました。葉は実際の梶の葉と多羅葉というハガキのもとになった葉をたくわんわけていただき、開催することが

できました。梶の葉は御霊神社様にお焚き上げしていただきました。地域性もあり、特に京町家の外観に飾ることができ

た紫陽花吊り飾りや軒菖蒲は、そこから会話が広がり来年はやってみたい、昔やっていてなつかしい、など会話が広がっ

た。 

〇気づいた点 

年中行事ではリピート参加や親子参加も増え、継続して取り組む事の意味を感じました。 

話し方を磨く講座では子どもたちそれぞれの自己紹介を講師がうまく引き出し、町づくりにも応用ができそうです。文章

をまとめる力、それを言葉で伝える方法を学び継続した講座需要がありました。 

今後の上京の取り組みで力をいれたい分野になりました。ありがとうございました。 

◀梶の葉流し・七夕花扇の様子。 

梶の葉に想いをたしなめ、川にみたてた水盤に浮かべた。天の川まで 

届きますようにの願いを込めて。笹飾りも実施し、100 名以上の参加者があった。 

西陣織の糸まきなども床の間に展示。 

親子参加も目立った。 

■活動写真 

 


